Gordon Young, Tracts of an Intruder, London : Souvenir Press, 1967,191p.+12 photographs by 桂, 満希郎
Title Gordon Young, Tracts of an Intruder, London : Souvenir Press,1967,191p.+12 photographs
Author(s)桂, 満希郎















































































































バーしている｡ Lahu-na 族の他に, Lahu-nyi,
Lahu-shi,Aka,KMT の兵隊, ア-ンの密売団
などの動き,動物の分布等が描かれていて,たいへ
ん興味深い本である｡
(桂満希郎)
Khanakammakaan chamra prawatsaat
thaiKhanakammakaancatphim eekasaan
thaangprawatsaatwatthanatham laeb0-
0raannakhadii.ThalaengngaanPrawatsa-
ateekasaanboorannakhadii,Vol.I,No.1
& 2.Bangkok,1967.
1963年に設立されたタイ国歴史(chamra)委員会
の研究発表機関であり,4カ月に1回の出版物であ
る｡現在,上記の2冊のみが出ている｡本書は単行本
ではないので,この図書紹介に取り上げるにふさわ
しいかどうか疑問であるが,同委員会にはタイ同に
おける歴史 ･考古学の代表的な人達はほとんどすべ
て含まれており,現在の研究の動向を知るうえで重
要な出版物の一つにかぞえられるので,いま出てい
る最初の2冊のみを紹介 しておく｡報告の類は別に
すると,第 1号には五つ,第 2号には六つの論文が発
紹 介
表されているが,そのうちで1号 2号にわたって続
くものは,(1)スパタラディット･ディッサクン:13
世紀以前の東南アジアの状態について,(2)ローン･
サヤ-マ-ノン:アユタヤ史,(3)セーンソーム ･カ
セ-ムシー :ラタナコ-シン史である｡ここでは,
この三つを取 り上げるにとどめておく｡(1)は第1号
において地理および風土に閑する説明の後,この地
域の先史時代の住民に関する論述,ついでインド文
化の伝来とフ-ナンおよびタワーラワディーまでを
一気に説明し,第2号に入ってマレー半島およびイ
ンドネシア群島の西暦前より8世紀に至るまでの状
態を説明したものであるが,本論文は未だ完結して
いない｡(2)は第1号でいちおうアユタヤ王朝の変遷
を記したのち,第2号では統治,社会および経済を
論じており,当時の官僚制度や法律等がかなり詳し
く述べられているが,色々な本からひろい集めてそ
れを並べなおしただけという感 じがする｡(3)も同様
で,これといって新 しいものはなく,文献を整理 し
直したもので,文字通り chamra という感じであ
るが,第2号のビルマ対タイの多数の戦争の記録は
非常におもしろい｡これらの論文の他にも,最近の
調査の記録や碑文に関する研究発表などがあり,メ
イ国におけるタイ人の研究活動を知る上で重要な書
物と言わねばならない｡念のため,次の通り第1号
と2号との目録をあげておく｡
第1号
(1)Col.phrayaSiwisaanwaacaa:まえがき
(2)PhrayaAm1maanRaachathon:歴史お
よび考古学について
(3)M.C.SuphattharaditDitsakun:13世紀
以前の東南アジアの状態について
(4)ChanthitKrasaesin:第4回委員会記録
(5)TriAmaattayakun:スコータイ王朝の古
都調査
(6)RoongSayaamanon:アユタヤ史
(7)M.氏.W .SaengsoonKaseemsi:ラタナ
コーシン史
(8)ChanthitKrasaesin:歴史 (chamra)香
員会設正について
(9)PrasoetnaNakhoon:スコータイ時代の町
の位置決定の方法について
(10)WilaatwongNoppharat:ムアング ･ウー
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